
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２２年７月１５日号  中須地区コミュニティ・公民館だより 
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☆
『
市
長
と
語
る
会
』
開
催 

☆
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

☆
消
防
団
優
勝
！ 

 

六
月
二
十
日
（
日
）
、
東
ソ
ー
グ
ラ
ン

ド
で
、
消
防
団
員
共
済
会
親
睦
体
育
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
、
中
須
分
団
チ
ー

ム
は
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、

打
っ
て
、
打
っ
て
、
打
ち
ま
く
り
、
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。 

周
南
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
優
勝
な

の
だ
そ
う
で
す 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

☆
北
部
地
区
球
技
大
会 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
チ
ー
ム
準
優
勝
！ 

  

六
月
二
十
七
日
（
日
）
、
須
磨
小
学
校

体
育
館
で
北
部
地
区
球
技
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
須
チ
ー
ム
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
部
で
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

七
月
三
日
（
土
）
、
中
須
中
学
校
体

育
館
で
『
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
』（
体

育
振
興
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

『
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
』
と
は
、
氷
の

上
で
は
な
く
室
内
で
カ
ー
リ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

 

慣
れ
る
ま
で
な
か
な
か
得
点
が
入

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
み
ん
な
が
い
っ
し
ょ
に
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

  

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

七
月
九
日
（
金
）
、
午
後

七
時
よ
り
公
民
館
で
、
『
市

長
と
語
る
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

中
須
地
区
か
ら
、
学
校
の

こ
と
や
、
伝
統
芸
能
、
観
光

Ｍ
Ａ
Ｐ
づ
く
り
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
多
く

の
意
見
や
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
『
市
長
と
語
る
会
』

の
開
催
を
通
じ
て
、
私
た
ち

の
ま
ち
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
る

よ
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
と
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

日 時 内 容 場 所 備 考 

７月１３日（火） 社会福祉協議会役員会 公民館 19時３０分～

７月１７日（土） 

13:20～14：00 

移動図書館 

  やまびこ号 
中須支所  

７月１８日（日） 
やげん谷一里塚・ 

菅野公園 草刈・清掃  

一里塚 

菅野公園 
7時30分～

７月２４日（土） 御田頭祭揉山    

８月 ７日（土） 天体観測 総合運動場 よりよくする会

８月１０日（火） 

13:20～14：00 

移動図書館 

  やまびこ号 
中須支所  

８月１４日（土） 追悼盆踊り大会 総合運動場 社会福祉協議会

平成２２年７月１５日号  中須地区コミュニティ・公民館だより 

７・８月の行事予定 

中須の人口 ７月１日現在 
             前月比 

男     ４０４人  (－１人) 

女     ４７６人  (－３人) 

総人口   ８８０人  (－４人) 

世帯数   ４２４世帯 (±０世帯) 

高齢化率  ４５.９％  

な
か
ず
再
発
見
！ 

第 
 

回 

〜
『御
田
頭
祭
揉
山
』の
巻
〜 

22 

 

今
回
の
再
発
見
は
、『
御
田
頭
祭
揉
山
』
で
す
。

 

『
揉
山
』
と
は
、『
久
保
神
楽
』、『
戻
路
杖
踊

り
』
と
と
も
に
、
こ
こ
中
須
地
区
に
伝
わ
る
伝

統
芸
能
の
一
つ
で
、
毎
年
七
月
下
旬
に
行
わ
れ

る
中
須
八
幡
宮
の
豊
作
祈
願
の
夏
祭
り
（
御
田

頭
祭
）
に
お
い
て
御
神
幸
を
迎
え
る
行
事
で
す
。

 

中
須
八
幡
宮
は
、
六
五
九
年
、
宇
佐
八
幡
宮

よ
り
歓
請
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
大
変
歴
史
の
あ

る
古
社
で
、『
揉
山
』
自
体
は
、
天
明
二
年
（
一

七
八
二
年
）
か
ら
始
め
ら
れ
現
在
ま
で
続
い
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

各
部
団
ご
と
に
『
揉
山
』（
約
一
・
五
メ
ー
ト

ル
四
方
の
や
ぐ
ら
）
を
作
り
、
化
粧
を
し
た
五

〜
十
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
二
人
を
乗
せ
て
担
ぎ

ま
す
。
乗
り
子
は
、
小
太
鼓
を
休
み
な
く
『
ト

ン
テ
ン
ト
ン
』
と
打
ち
鳴
ら
し
、
合
図
に
よ
っ

て
山
を
下
げ
、
す
ば
や
く
回
り
、
山
を
差
し
上

げ
、
そ
し
て
高
く
放
り
上
げ
る
と
い
う
動
作
を

繰
り
返
し
、
更
に
は
、
他
の
山
と
揉
み
合
い
な

が
ら
練
り
歩
く
大
変
勇
壮
な
行
事
で
す
。 

 

私
が
初
め
て
『
揉
山
』
を
見
た
の
は
二
年
前

の
夏
。
道
路
の
側
か
ら
見
て
い
る
と
、
中
須
の

ま
ち
に
太
鼓
の
音
や
掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
私

の
す
ぐ
側
で
掛
け
声
と
と
も
に
山
が
回
さ
れ
、

そ
し
て
勢
い
よ
く
高
く
放
り
上
げ
ら
れ
る
光
景

と
そ
の
迫
力
に
、
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
列
で
八
幡
宮
へ
向
か
っ
て
い
る
山
を

見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
国
道
か
ら
の
眺
め
が
大

変
す
ば
ら
し
く
、
幻
想
的
で
神
秘
的
な
美
し
い

光
景
が
広
が
り
、
大
変
感
動
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。 

 

『
激
し
さ
』
と
『
美
し
さ
』
を
兼
ね
備
え
た

こ
の
『
揉
山
』
は
、
今
年
は
二
十
四
日
（
土
）

に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
あ
の
感
動
を
味
わ
え

る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

『
ワ
ー
レ
ヨ
ッ
サ
』 

『
ヨ
ー
イ
サ
ー
ヨ
』 

 

（
写
真
・
文 

公
民
館
主
事 

福
田
） 

七
月
二
十
四
日
（
土
）
、
御
田
頭
祭
揉

山
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
中
須
交
差
点
付

近
で
、『
都
濃
っ
娘
』・『
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
』

の
み
な
さ
ん
が
夜
店
を
出
さ
れ
ま
す
。

 

■
時
間 

 

午
後
七
時
頃
か
ら 

■
販
売
品 

・
生
ビ
ー
ル 

 
 
 
 
 

・
か
き
氷 

 
 
 
 
 

・
チ
ー
ズ
ス
テ
ッ
ィ
ク

 
 
 
 
 

・
ヨ
ー
ヨ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
か 

 

お
楽
し
み
に
！ 

 

☆
天
体
観
測 

 

八
月
七
日
（
土
）
、
大
田
原
自
然
の

家
と
の
共
催
で
『
天
体
観
測
』
を
行

う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

 

■
開
催
日 

八
月
七
日
（
土
） 

■
時 

間 

午
後
七
時
頃
か
ら 

■
場 

所 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド 

■
内 

容 

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ

て
夏
の
星
座
や
星
雲

の
観
察
・
天
体
に
関

す
る
お
話
な
ど 

■
参
加
費 

無
料 

■
指 

導 

周
南
天
文
同
好
会 

 

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 


